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・ 日に発表された労働力調査ベースの英国の失業率は、７月から遡って３ヶ月の移動平均値で

％。前月と並んで 年振りの低水準にある。単月の失業率は、新たに計算に加わった７月値

が ％と同一サンプルの４月（ ％）から僅かに低下。８月の失業率が ～ ％の範囲

内だと（同一サンプルの５月は ％）、来月の３ヶ月移動平均値は今月同様に ％となる。

・ 全産業の週当たり賃金（賞与を含む）は、７月から遡って３ヶ月の移動平均で前年比＋ ％と、

前月の同＋ ％から再加速。単月の振れが大きい賞与が引き続き下押ししたが、賞与を除く賃

金が前月の３ヶ月移動平均：同＋ ％→今月：同＋ ％に加速。７月単月の賞与を除く賃金の

前年比は＋ ％と、 年７月以来の高い伸びを記録。実質賃金もプラス圏が定着してきた。

・ 月平均で 万人増あった３ヶ月前対比の就業者数は、前月：４万３千人増→今月：３千人増

に一段と縮小。ただ、求人数の高めの伸びが続いており、就業者数も再拡大の可能性がある。

・ ＢＯＥは８月のＭＰＣで追加利上げを決定したが、今回の計数はそうした決定を正当化する内容。

カーニー総裁が 年１月まで退任時期を延期したことから、離脱協議が向こう半年間の手足を

縛る可能性がある。ただ、労働需給逼迫による賃金上昇圧力の高まりが、今後の金融政策判断に

どのように影響するのか、 日に結果が判明する９月ＭＰＣでの討議内容に注目が集まる。
■英国：失業率と失業給付申請件数 ■英国：週当たり賃金・賞与（全産業、前年比）

出所：英国統計局 注：実線は３ヶ月移動平均値 出所：英国統計局

名目

実質

（％）失業給付申請件数（前月差、右）

失業率（左）
（％） （千人）

■英国の失業給付・平均賃金

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

失業率（失業給付、％）

失業給付件数（前月差、千人）
失業率（労働力調査、％） －

（単月の失業率、％） －
就業者数（前月差、千人） －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） －

賃金 －
ボーナス －

注：労働力調査基準の失業率、就業者数、週当たり賃金は当月で終わる３ヶ月移動平均　出所：英国統計局




